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真実は、劇以上の劇

を展開し、種族保存の

生命の神秘が、そくそ

くとして迫ってくる。
■ 戸

写真説明

1実験風景

科学者は餌場を兄つけた|側蛛が他

の仲間にその付|冒場を知らせる夕,ン

スを克明に探究する。

2ダンス

蜜蛛のコトバとも云うべきもので

体を震わしてダンスをしてるが、

これは他のi'l1i川に岬のあり場を数

えているのである、i'lil川は触角で

ふれてi叫のあり場を知る。

3.餌皿に集まる働蜂

餌のあり場所を数えられた、仲|川

は『川もなく伽場に雌ってくる。

写真説明

1王台作り ．

仙蜂は女王を育てる為の工合と|呼

ばれる大きな巣jﾉ}を作る。

2餌を与える働蜂

栄)ﾉjの断1mであるが''1い部分がゥ

ジで､ある、仙蜂はこのウジに岬を

-ﾘ.えている。

3女王蜂の産卵

ローヤルゼリーだけを餌として/|之

きているk脹蛛は仙蜂に兄‘,1:られ

ながら1 {1に約2,00011'1ilものjjl･1を

j唯みつ、･ける。

4女王蜂の斗争

|,il 11,yに21ﾉEの女’2蜂が牝れた場介

は激しい1･や･が飴まる。11|'|川途は

女順の.'一紬･を兇まもっているだけ

である。そして勝った-ﾉﾉ．が女.lf蜂

として迎えられる。 鰯凸
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この峡I由iは、文字通I);製作スタ､ソフが一年間

ミ 、ソ′くチと寝食を共にして、女王蜂をめぐるミ

､ソ′ぐチ社会の神秘を、冷靜な科学者の目で解析

してみせたものである。そこにはいささかのフ

ィクションもない。それだけにかえって生命の

美しきはリアルな迫力をもって斗士まってくるの

である｡1

- -I疋一灰のミ 、ソノぐチは一般にいう個体にはち

がいないが、実は托会令体が一つの生物だとい
／

つた方力，よいイーITE一匹のミ ､ソバチはむしろ一
、

1161の′k物を形一づくる糸田il包のようなものだという

ことを映阿は主張する。われわれが皮ふに負1号

-すると、たちまち細胞の蛸碩がおこってf台癒し

てしまうように、 ミ 、ソノぐチ社会がある要請に直

I前するとそれに匹敵するような美昌聿な調挙が行

われていく姿を刎IIIIに分析するところがこの映

i由iの圧巻といえよう｡1

企画

中外；製薬株式会社

製作

株式会社桜映IIIIi #t

才旨導

九州大学教授

日本養蜂協会畠l会長

東東京大学名誉教授

東京教育大学教授

千葉大学教授

製作スタッフ

製作 キナ l1 1 英

演出 樋 1 1 1原

撮影 ′l、 林一

音楽 IIW '{:W 芳

桑原万寿太郎

松 III 正義

術方知三郎

杉 靖三郎

汽木高 lﾘ］

猯
郎
夫
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誕牛第1日目はお化粧に余念がない。体につ

いたサナギ時代の皮を、脚で､取り去ってきれい

にする。2円日は部屋の掃除をはじめる。3日

日頃になると蜜と花粉を1 1に入れて適当にませぎ

あわせ成長の進んだウジに与える保育係に変わ

る。 ” 〃

羽化して、 5，6日H頃になると、はじめて

1種のお乳を向ら分泌して若いウジを育てるよ

うになる。このミルクは働き′＜チの頭部にある

11脚頭綜から分泌され、特殊なダンノ雫ク質、ビタ

ミン、ミネラル其他挿々の栄養を沢1II含んで､い

る。女王ノくチは ‐''三このミルクで､を帳きている。

そのためこのミルクはローヤルィゴ'ノーとI呼ばれ

ている。

10IIII頃にはり|ノミ1頭線も.退化して外側きの働き

'くチが癖ちかえった花の蜜を1 1で受けて、貯歳

した’）、又花粉をﾘ園でl,'ilめたI)する。いわば食

撮係になる。

12，3円頃から大下の役I Iをするようになる。

蝋線が発i堂し、この体の節からII II1る蜜蝋を原料

にコテのようにll'!来ているあごを巧につかい構

進I食最も介琿的な巣をつくる。それがすむと娘

の外に,'l'!て|''1術の役「1をする。それからいよい

よ栄から離れて広いrl然界で働くためにぶんぶ

んとびはじめる。

花はIl－い蜜を貯えてミ、ソ′＜チを11平んでいる。

ミ 、ソノぐチは花から花へ飛び､まわl) 、 ミ 、ソを1杯

にI'及いこんで．単に戻ってくる。

花粉を集める働き′ぐチは蜂ミ 、ソを’1から戻し

て梶い花粉を田r-のようにまるめ後脚の外側に

つけて単にもどる。

1匹のミ、ソノぐチが花を見つけると、単に戻っ

て羽根を賑わ斗士ながら夕.ンスをIIWるが、餌場が

遠い場合夕、ンスの！',でしき ｝）に1走の方向を示

す。このI汽線方向は餌場の方向を数えているの

である。

ﾐ ､ｿﾉぐチには粒挿の色を介別で､きる。又形の

単純なI司形よ’）複雑なものにひかれる。

働き′ぐチは友王′くチと同じメスなので､あるが、

幼虫時代の食物のちがいで働き′ぐチにな’）、 女

王′ぐチが分『必するクイン物質をなめ卵巣の発達

力ざ押えられ女性としての役I1力ご失われて、一牛

働きつ=づける。
､

この社会で女王′＜チが死んだ場合どうなるか‘

働き／ぐチは異様なさわぎ､をはじめ、やがて生み

蕪茎態蜘垂鞘誓竪洵
台に多最の王乳を注ぎ､込まオLる。すると働き，ぐ

チになる湾のウジが産壬につく ’）変えられてk

王′ぐチカ管誕喉する。

秋になるとス、・メノぐチがミ 、ソ′くチを蝿いにく

る、殺したミ、ソ′＜チを肉夕.ン．．にして持ちかえ

り幼虫のfifにするためて､ある。 ．l･禍が激しくな

ると栄の1 '1から続々と1動き′ざチが現わオL"|1リを

'fj: ')殺きれても役きれても迎え'唯つ。

H免秋、花も淋しくなり食撮が乏しくなると、

長い間養なってきた雄／ぐチたちの迪放がはじま

る。

●

r ●ストーリー●

●解説
で ノノくチの社会 で･はただ一｢厄の女王′くチカぐい

こまもられながら、産卵をつ
ﾐ ､ソノぐチが人に飼われるようになってからも

う五千年もの朧史が流れているで､あろう。それ

にもかかわらず、あの人工の巣箱の中で､は か

って大木の洞の!'！なと．に'淵.巣した同然のままの

'荷みが、そのままつづけられている。イ可万とい

う ミ 、ソノぐチの一糸乱れぬﾈt会の秩序、それは間

然の神秘そのものである｡

つも働き′ぐチたちにまもられながら、産卵をつ

＝づけている。

女王′くチは絶えず栄房の!'1を廻し）歩いて、空

いている部屋を見つけては‘一日2,000個もの卵

を牛む。この卵は3日たつと幼虫にかえり、、働

蜂にやしなわれて成長し、サナギに変化し、や

がて自ら儘を破って羽化して州る。

、
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花粉は生きている

花粉は蜜とこれ介せて采j劇二貯えているが、この花
は'|ﾐきていることがこのI1IItl山iで始めて|ﾘjらかにされ〕
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